
 

 

 

 

 

節分 

 

１月末、大雪が降りました。まだ大原には、あちこちに雪が残っています。雪かき

は大変でしたが、雪の輝く山々の風景の美しさに、しばらく見とれる瞬間がありま

した。 

暦は２月、寒さはピークを迎えます。そして９年生は受験シーズン突入です。 

 

先日、樹木希林さん主演の映画『日日
にちにち

是
これ

好日
こ う じ つ

』を見ました。 

茶道の師匠役の希林さんがお茶室でお茶を点てるシーンで、ふと彼女の背景の

掛け軸に目が行きました。 

「不苦者有智」 

と書かれていました。 

うーん、なんと読むのだろう・・・。これは漢文かな。それならば「苦しまざるもの

は智あり」とでも読むのだろうか・・・・。 

調べてみました。すると、これは「ふくはうち」つまり「福は内」の語呂合わせだったとわかりました。「どんな逆境にあ

っても、智恵が有ればそれを乗り切ることができる。だからこそ順境にあっても智恵を磨いておくことが大切である。」

くらいの意味なのだそうです。 

 

そんな折、新聞のコラムに中高生による「私の折々のことば」コンテスト応募の高校２年生の佳作が紹介されてい

るのを見つけました。自分の心に残った言葉とそれにまつわるエピソードを綴った文章を募集するコンクール。彼女が

選んだのは友人の「もうほんとに死にそー！でも忙しいってしあわせ！」という言葉でした。 

「テスト漬けの生活に「疲れた」が口癖になっていた。そんな時、部活にも勉強にも打ち込む友人が笑顔で〈もうほん

とに死にそー！でも忙しいってしあわせ！〉。世界がぐるりと変わった。」 
 

先ほどの「福は内」の言葉に沿って読むなら、この高校生は、忙しさを「それだけ自分はやったんだ」という充実感

に変え、笑顔で自分をほめてあげるという〈知恵〉を持っている。そう読めました。 
 

まもなく節分。９年生は私学や公立前期試験が始まります。大雪の日、９年生は定期テスト中で雪合戦で気分転換

も出来ませんでした。ここしばらくは、行き詰まったら「不苦者有智＝福は内！」と心の中で高らかに声に出し、「とりあ

えずここまでできるだけのことはやった。つけられる学力はつけた。」と自分の努力を「笑顔」できちんと褒めてあげる。

もうやり残しに目をとられ過ぎることなく、やってきたことを磨いておく「知恵」を使う。そうして不安という鬼を笑顔とい

う豆で追い払いましょう。 

困ったときは「福は内、福は内」。力みすぎずに、今、今、に集中して下さい！ 
 

ところで、「福は内」とくればもうひとつのあれは・・・・、あっ、ありました。「遠仁者疎道」と書いて「鬼は外」。語呂合

わせは「仁に遠きものは、道に疎し」と読むそうです。こちらは詳しく触れている文がありませんでした。「思いやりの心

を置き忘れた人は、よき生き方を見出しにくい」くらいに読んでおきましょうか。 
 

 余談ですが、三千院の御門主に機関誌『三千院』に学院生の様子を書いた文章を４回連載でと寄稿のご依頼をいただきまし

た。第１回は現在発行されている『冬号』です。次回「春号」はお休みで、あと３回書かせていただきます。学院の子どもたちの様

子を、広くお伝えできる良い機会をいただき、感謝の念でいっぱいです。 

京都大原学院 校長 瀧本祐一郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ５ 年 ２ 月 ２ 日 
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百人一首大会 １月６日（金）・なかよしカルタ １月１７日（火） 

令和５年が始まり、新春恒例の百人一首大会が行われました。７～９年生

の学院生が、グループに分かれて真剣勝負です。札を取る軽快な音が本館

多目的室に響きました。 

前期ブロックは、なかよしカルタ大会を行い

ました。一人ひとりが考えたカルタを、赤白青

のグループ戦で取り合いました。心が温かくな

るような読み札がたくさんあり、同時に札を取った時にも譲り合う素敵な姿が

見られました。 

人権学習参観・講演会 １月１３日（金） 
授業参観では、1年生から 9年生まで、各学年のテーマに沿って人権学習を

行っている様子を見ていただきました。障害のある人に関わる課題や外国人に

関わる課題について学ぶ学年では、ゲストティーチャーから、たくさんのことを

教えて頂きました。子どもたちは食い入るように話を聞き、多くのことを感じ取っ

ていました。また、他の学年では、絵本の登場人物の思いを考えたり、ゲームを

通して異文化を知ったりして、互いを尊重することの大切さを学んでいました。 

人権参観のあとに人権講演会を行いました。公益社団法人京都市身体障害児者父母の会連合会から

５名の方に来ていただき、「身体障害児（者）を育てる中で－親の立場からの体験談」というテーマでお話

しいただきました。障がいのある方々やご家族の願い、地域での暮らしなどをお聞きすることができ、大変貴

重な機会となりました。 
作品展 １月１３日（金） 

人権学習参観と同日に作品展を開催しました。学院生や学童クラブの子ど

もたちの作品と共に、２年ぶりに地域・保護者の皆様にもご協力いただき、素晴

らしい作品を出展していただくことが出来ました。 

  一つ一つの作品をじっくりと観ると、目を輝か

せて作品を作る子どもたちの顔が浮かびます。

大原の豊かな自然と温かい人々の中で育った

子どもたちの作品は、感性豊かで力強さが伝

わってきます。鑑賞に来られた地域の方が、「大

原の子どもたちの作品にはエネルギーを感じま

す。」「どの作品も本当に素晴らしいですね。」とおっしゃっていました。 

ーオオムラサキの部屋ー 

今年は、オオムラサキ保存会の皆様も「オオムラサキの部屋」と題して、理

科室いっぱいに、手作りの標本や写真、映像などを展示してくださいました。  

保存会の皆様の思いのこもった作品で埋め尽くさ

れ、理科室が素晴らしい空間となり感激しました。 

見学した学院生は、興味津々に写真や標本を観

察して、個体の違いを探したり、卵から成虫になる

過程を学習したりしていました。 

大原のオオムラサキ保護活動の歴史や、取組の素晴らしさを教えて頂きました。 

 



避難訓練 １月２０日（金） 

今年度２回目の避難訓練を行いました。今回は、大地震の後に東館理科

室で火災が発生したことを想定した訓練でした。事前に、各教室で避難す

るときに気をつけることを確認してから運動場に避難をしました。どの学年

の学院生も、真剣な表情で、迅速に避難することができました。 

最後に校長先生より、他校で経験した火事についてのお話があり、避難

訓練の大切さがわかりました。今後、避難が必要にならないように祈ります。 
 

発見旅行報告会・職業調べ発表会 １月２７日（金） 
６年生が、１１月に行った発見旅行の報告会を開きました。宮島学園の６年生

と交流した中で発見したこと、宮島学園の卒業生で、今も宮島で仕事をされて

いる方から学んだこと、そして、平和記念公園で見学して考えたこと、それぞれ

自分で決めたテーマをパワーポイントにまとめて報

告しました。 

７年生は、総合的な学習の時間に取り組んできた「職業調べ」を発表しまし

た。今年度も一人ひとりが興味をもった職業について調べてきました。実際にお

仕事をされている方へアンケートの手紙を出したり、さらにオンラインでインタビ

ューをしたりして、とても充実した内容の発表を行うことができました。 

どちらも中期ブロックの学院生・保護者・教職員が参加しました。報告・発表の後には、たくさん質問があ

り、発表した学院生は、自分の考えや調べたことを、自信をもって答えることができていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お願い 

新型コロナウイルス感染症が今春には５類（季節性インフル

エンザと同等）になると報道がありましたが、今はまだ２類扱い

です。 

確認ですが、ご家族の中に発熱されている人がいる場合、本

人が元気にしていても登校は控えていただくようご協力をお願

いしているところであります。 

９年生は、これから受験が始まる大切な時期になり 

ます。登校を控えていただいた場合も欠席扱いには 

なりませんので、どうぞご協力をお願いいたします。 

卒業証書の割り印（証書の上の印／下図の○の印）について、京都市

教育委員会の方針に基づき、本年度から省略することになりました。 

割り印は、卒業証書と卒業証書台帳（卒業生の一覧が記録される帳

簿）の関連を証明するため、２つの紙面にまたがらせて押す印鑑です。 

押印に法令等の定めはなく、卒業証書と 

卒業証書台帳の関連も番号や氏名等で関 

連を証明できるため、押印作業の手間や、 

今後の台帳の電子化等も見据え、本年度よ 

り、全市統一で割り印を省略することとなり 

ました。 

PTA 古紙回収について 

 毎月の古紙回収にご協力い

ただきありがとうございます。 

１月２５日に予定していた古

紙回収は、大雪のため中止とな

りました。次回は２月２２日と

なりますので、よろしくお願い

いたします。 

大原こども見守り隊 

感謝の集い 

日 時  ２月２７日（月） 

午前８時３０分～ 

場 所  京都大原学院体育館 

 

いつも通学路や地域で、学院生

の安全・安心を見守っていただき、

ありがとうございます。 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和４年度 学校教育目標 

大原のゆとりある心を 自信をもって伝えられる子に！ 

日 曜

1 水 春時間開始(16:15、17:00)　合同部活動　エンニコタイム  フッ化物洗口

2 木 生活相談３日目(1～8年)　専門委員会 木曜校時

3 金 ふれあいタイム　節分会(1～4年)　京の匠(7～9年)

4 土

5 日

6 月 素読教室

7 火 高校調べ発表会(7～9年)

8 水 入学説明会・半日入学　合同部活動　陶芸教室(2年)　　　　　　　　　　１・２年生給食後下校  フッ化物洗口

9 木 陶芸教室(4年)　 木曜校時

10 金 私学入試　　漢検(1～6年) 諸費引落日

11 土 ＜建国記念の日＞　私学入試

12 日 私学入試　京キッズＲＵＮ(6年)

13 月 素読教室(今年度最終)　租税教室(6年)

14 火 テスト１週間前(7、8年)　

15 水 巡回文庫　陶芸教室(1年)　茶道教室（６年実光院） 学校安全の日  フッ化物洗口

16 木 公立前期選抜　専門委員会　陶芸教室(3年) 木曜校時

17 金 公立前期選抜　

18 土 サタデーオープンスクール

19 日

20 月 職業調べ発表会(7～9年)

21 火 学年末テスト（７、８年）

22 水 学年末テスト（７、８年）公立前期発表　　食育はっさくの授業(1～6年)古紙回収

23 木 ＜天皇誕生日＞

24 金 学年末テスト（７、８年）　非行防止教室(5～9年)　大原産米給食 学校運営協議会19:00

25 土

26 日

27 月 朝会(見守り隊感謝の集い) 諸費引落日(再)

28 火

令和４年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２月行事予定

学校行事・PTA・地域・保健行事など

３月の主な予定

　　１（水）夏時間開始

　　３（金）学級懇談会

 １４（火）９年生を送る会

　１５（水）卒業式

　１７（金）給食終了

　２０（月）修了式

※新型コロナウイルス感染拡大の状況によって、変更になることがあります。　　予めご了承ください。

１0日（金）は、2月の諸費引落日です。

ご入金よろしくお願いします。

２２日（水）に、ＰＴＡ古紙回収を行います。

地域の皆様、ご協力をお願いします。


